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図 2. 認知機能指標（即時再生スコアおよび遅延自由再生スコア）の変化量 

（●SGS 群/〇プラセボ群, 左：即時再生スコア /右：遅延自由再生スコア） 

 

変化量は、介入後の得点から介入前の得点を引いて算出しました。変化量は、得点が高いほど良いことを示

します。エラーバーは、標準偏差です。 

 

■ 今後の展望 

今回の研究により、認知機能低下リスクがある高齢者、特にすでに MCI の状態にある方にとって、日常的に

SGS を摂取することが、あたまの健康を維持し将来に備えるための、安全かつ実用的な選択肢となり得る可能

性が示されました。今後は、より詳細な研究を通じて、食事や機能性成分の摂取による早期介入が、社会全体

の健康寿命延伸にどの程度寄与できるのかを明らかにしてまいります。 
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